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文序

池田市は大阪府の北西部に位置し、五月山の緑、猪名川の水の流れに囲まれて

います。このような自然の豊かな環境の中、人々が先史の時代から営み始めてい

ます。

近年はこの地も、陸・空の交通の要衝として、また、大阪のベットタウンとし

て開発が進み、大きく発展した。

しかしながら、このような開発 。発展とは裏腹に、我々の祖先が伝え残して

きた文化遺産や自然が破壊され、昔の面影がしのぶことができないほど様がわり

してしまったことも事実です。祖先から受け継がれてきた文化遺産を現代生活

に反映しつつ、また、後世に伝えて行くことが我々の義務と考えております。

この報告書は、上述 した状況の中、危機に面している埋蔵文化財について、

国の補助を受けて実施した発掘調査の概要報告であります。本書が文化財の理解

に通じれば幸いと存じます。

なお、調査の実施にあたっては多くの御指示、御助言をいただいた諸先生並びに

関係機関をはじめ、土地所有者、近隣住民の方々には文化財保護に対して、格別

の御理解と御協力をいただき、心より感謝と敬意を表し、厚く御礼申し上げます。

平成 21年 3月

池 田市 教 育 委員会

教 育 長 村 田  陽



例    言

1.本書は、池田市教育委員会が平成 20年度国庫補助事業 (総額 1,200,000円 、国庫 50%)

として実施した埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告書である。

2.調査は、池田市教育委員会教育部社会教育課が実施し、中西正和が現地を担当した。

3.本書の執筆・編集は中西が行なった。また、本書の製図、遺物実測にあたっては野村大作・

辻武司の協力を得た。

4.池田城跡の出土遺物整理にあたって、藤本史子氏のご教示を得た。ここに感謝の意を表

する。

5。 本書で使用する土層の色調は、『新版標準土色帖』(農林水産技術会議事務局監修、財団

法人日本色彩研究所 色票監修)に よる。

6.調査の進行にあたっては、施主並びに近隣住民の方々にご理解、ご協力をいただいたこ

とにX・lし、深 く感謝の意を表する次第であります。
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I  歴史的環境

池田市は大阪府の西北部に位置 し、東西 4.lkm、 南北 9.2kmの 南北に細長い市域で、西摂平野の

北東部、丹波山地に源を発する猪名川が北摂山地を分断して平野部に出たところにあり、古 くか

ら谷口集落として、大阪と丹波、能勢地方の物資集散、文化交流に中心的な役割を果してきた。

池田市の地形は、市域のほぼ中央に五月山が占め、それより北には、北摂山地および余野川に

よって形成された沖積平野が広がっている。また、五月山より南には、標高50mの緩やかな五

月丘丘陵が広が り、その南側には宇保段丘が、更に南側には、猪名川によって形成された広大な

沖積平野が広がっている。このような自然環境の中、人々は旧石器時代から生活を営んでいたこ

とが近年の発掘調査で明らかになっている。

旧石器時代

旧石器が出土した遺跡としては、伊居太神社参道遺跡、宮の前遺跡 (蛍池北遺跡)、 宮の前西遺

跡、神田北遺跡が挙げられるが、遺構については未確認である。

伊居太神社参道遺跡は標高約50mの五月山丘陵西端部に位置し、明治年間から石器が採集され、

その中に少量であるがナイフ形石器等の旧石器時代に比定されるものが認められている。宮の前

遺跡では、昭和 61年度の大阪府教育委員会による発掘調査で回府型ナイフ形石器・平成元 。7

年度の豊中市教育委員会による蛍池北遺跡発掘調査でナイフ形石器が出土している。また、宮の

前遺跡に隣接する宮の前西遺跡からは翼状剥片 1点が採取されている。神田北遺跡では、平成 9

年度からの大阪府教育委員会による都市計画道路池田・神田線拡幅工事に伴うの調査で国府型ナ

イフ形石器が出上している。

縄文時代

縄文時代に関する遺跡も少ない。市域北部での遺跡は、古江遺

跡から石匙、木部遺跡では石鏃が出土している。市内中部の伊居

太神社参道遺跡で縄文時代のサヌカイ ト製の石鏃、京中遺跡でサ

ヌカイ ト製の石鏃・石匙が採取され、近隣の畑ではサヌカイ ト製

の尖頭器が採集されている。また、近年の発掘調査で、池田城跡

下層からサヌカイ ト製の石鏃や晩期の生駒西麓産突帯文土器が出

土し、土坑などの遺構 も検出されている。

一方、南部の台地に位置する神田北遺跡では石鏃・石匙、宮の

前遺跡では石棒が採取され、また、豊島南遺跡で後期から晩期の

土器が出土している。しかし、土器は少量で、遺構は検出されて

おらず、縄文時代の集落の規模・性格等は明らかではない。
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第 1図 宮の前遺跡石棒



1 本部 1号境

2木 部2号墳

3本 部桃山古墳

4末 部遺 跡

5憂 宕 神社置 跡

6遺 物散布地

7五 月山公園遺跡

8伊 居 太神 社参 遭遺 跡

9紅 栞盲墳

10娯 三堂古墳

11 娯三堂南古境

12池 田城跡

13池 田茶 自山古埼

14善海 1号墳

15警海2号墳

16石積廃寺

17新 稲 西遺 跡

18畑 有 舌 尖頭選 出土地

19京 中遺跡

20野 田塚古墳

21 夏湖池遺跡

22鉢 塚 北遺 蘇

23鉢 塚 古壇・鉢塚遺 跡

24鉢 塚南遺跡

25狐 塚古墳

26石 稿 百垣

27二 子塚 JX

28禅 城寺遺跡

29宇 保猪名津彦神社古境

30宇 保遺跡

31 神 田北遺 跡

32脇 塚古墳

33門 田遺跡

34神 田南遺跡

35天 神遺 Lf

36宮 の前遺跡

37畳 島南 ほ跡

38住 吉宮の前遺跡

39宮 の前西遺跡

40五 月ヶ丘古墳

第 2図 遺跡分布図
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弥生時代

弥生時代前期の追跡としては、五月山北麗に位置する木部遺跡があ

げられる。木部遺跡は工事中に発見された遺跡で、その時に弥生時代

前期から後期の上器が出土 し、平成15年度の調査においても前期か

ら中期の土器が出土している。

弥生時代中期においては、池田市南部の台地上で遺跡が現れるよう

になる。宮の前遺跡は昭和 43年 '44年に中国縦貫自動車道建設にと

もない、大規模な発掘調査がなされ、方形周溝墓、竪穴住居跡、土媛

墓等の遺構が多数検出されている。また、宮の前遺跡から西へ約 l km

に位置する豊島南遺跡では方形周溝墓が検出され、宮の前遺跡との関

連が注目される。

後期に入ると、宮の前遺跡、豊島南遺跡は消滅し、かわって、五月丘丘陵で池田城跡下層、京

中遺跡、五月山山頂で愛宕神社遺跡が現れる。池田城跡下層では平成 3年の調査において、ベッ

ド状遺構を伴う竪穴住居跡が検出されている。また、台地では神田北遺跡においては、竪穴住居

跡、土坑が検出されている。弥生時代後期になると小規模の遺跡が増加する。

古墳時代

市内に残る古墳時代前期の古墳は、池田茶臼山古墳 と娯三堂古墳である。池田茶臼山古墳は五

月山より派生する丘陵の鞍部に築造された全長62mの 前方後円墳で、竪穴式石室、埴輪円筒棺、

葺石、埴輪列が検出されている。一方、娯三堂古墳は池田茶臼山古墳より北西約500m離れた五

月山中腹に位置する径27mの 円墳で、明治時代に石室内から画文帯神獣鏡などが出土している。

平成元年度の調査の結果、同一の墓媛内に竪穴式石室と粘土帝【が存在することが確認されている。

古墳時代中期では小規模な低墳丘をもつ古墳が宮の前遺跡、豊島南遺跡で見られるようになる。

古墳時代後期では古江古墳、善海 1・ 2号墳、木部 1・ 2

号墳、木部桃山古墳、須恵質の陶棺を持つ五月ケ丘古墳の

ような単独、あるいは2～ 3基 を一単位とする小規模な古

墳が現れるが、群集墳は形成されない。古江古墳は平成

17年 に電波塔工事によって被壊 され、その際の事後調査

によって、須恵器・鉄刀が出土した。上記の小古墳が築造

された一方で、巨大な横穴式石室を有する鉢塚古墳や前方

後円墳の二子塚古墳が築造されており、この地域の古墳の

中でも、鉢塚古墳と二子塚古墳は異質の存在である。

古墳時代の集落遺跡としては、古江遺跡、木部遺跡等で

須恵器や土師器が出土しているが、これらの追跡では、遺

構の詳細は判然としない。豊島南遺跡では古墳時代前期の

焼失住居跡が検出されている。中期に入ると、少しではあ

第 3図 神田北遺跡弥生
土器出土状況

第 4図 娯三堂古墳竪穴式石室
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るが検出遺構も増す。宮の前遺跡では竪穴住居

跡が検出されており、また、豊島南遺跡では竪

穴住居跡、溝が検出されている。

歴史時代

集落遺構 としては、宮の前追跡で奈良時代の

掘立柱建物跡・溝が検出されおり、豊島南遺跡、

神田北遺跡においても奈良時代の掘立柱建物跡

等が検出されている。寺院跡としては白鳳 。奈

良時代の瓦が採取された石積廃寺があるが、未

調査のため詳細は明らかではない。中世では神田北遺跡で掘立柱建物跡が検出されており、土師

氏によって開発が推進されたとされる呉庭荘 と関係するものと考えられる。

室町時代から戦国時代にかけて、国人の池田氏が豊島郡一帯の政治、経済を掌握するようにな

る。その池田氏の出自の詳細は明らかではないが、応仁の乱ごろから摂津守護細川氏の被官とし

て勢力を拡大させていくが、永禄11年 (1568)織 田信長の摂津入国により、池田氏は降伏を余儀

なくされ、さらに、元家臣荒木村重によって、その地位を奪われることになる。池田氏の居館で

あった池田城跡は、五月山から南方へ張 り出した台地上の南麗に位置する。昭和 43・ 44年 に主

郭部の一部が調査された際、礎石を伴う建物跡や枯山水様の庭園跡が検出され、また、平成元年

度から平成 4年度の調査では虎口、建物跡、小規模な石垣、内堀、埠列建物跡等を確認している。

池田城の主郭以外でも調査が行われ、平成19年度の調査では15世紀後半の堀を検出している。

参考文献

『原始・古代の池田』 池田市立池田中学校地歴部 1985年

『新4笏 池田市史』 第1巻 池田市 1997年

『禅城寺・宇保・神田北遺跡』 大阪府教育委員会 2002年
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Ⅱ 豊島南遺跡第8次調査

はじめに

豊島南遺跡は池田市の南側、豊島南 2丁 目一帯にひろがる縄文時代から中世にいたる複合遺跡

である。

当遺跡は昭和55年・56年の池田市教育委員会が実施した分布調査の結果発見され、その後、

昭和60年 の大阪府教育委員会の調査では弥生時代

後期の溝や中世の溝等が確認されている。

昭和62年からの阪神高速道路池田延伸線工事に

伴う発掘調査では、縄文時代後期、晩期の上器片、

弥生時代中期の方形周溝墓、庄内期の竪穴住居跡、

布留期の焼失住居跡、古墳時代中期の方墳、古墳

時代後期の竪穴住居跡・溝、奈良時代の掘立柱建

物跡、中世の溝が確認されてお り、徐々にではあ

るが、遺跡の概要が半J明 しつつある。

調査の概要

豊島南 2丁 目241番 6、 242番 10に おいて、個人

住宅建築に先立ち調査を実施した。残土置き場がな

いため、調査は反転掘 りで行い、第 1ト レンチを調

査後、第 2ト レンチの調査を行った。調査面積は

12∬である。

――
――＝
＝
Ｈ
＝
――
＝
＝
＝
‐‐／ル
ッ
ｒ
‐‐
＝
５ｍ

＼
幾

第 6図 豊島南遺跡掘立柱建物跡 2

第 7図 調査地位置図
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基本層序は

第 1層 盛土

第 2層 にぶい赤褐色粘質土

第 3層 灰色砂質上の地山である。

検出遺構

第 2層上より、西へ広がる落ち込みと落ち込

み内より直径 16cmの柱跡を確認 した。落ち込

みは深さ約20cmを 測 り、底は水平である。部

分的な検出のため、詳細は不明である。

出土遺物

出土遺物は第 2層 (図 10-1か ら6)、 落ち

込み (図 10-7か ら10)、 柱穴より出土 した。

1は弥生土器の口縁部、 2か ら7は弥生土器の

底部、 8は 土師器の高杯、 9,10は

土師器甕の口縁部である。なお、柱穴

か らは土師質の土器片や第 2層 か ら

は須恵器片などが出上したが、小片の

ため実測はできなかった。

調査の結果、落ち込みを確認 した。

調査地南の阪神高速道路池田延仲線

工事に伴う発掘調査地では、落ち込み

の延長は確認できていない。部分的な

調査のため、今後の調査成果の積み重

ねが必要である。

▼

8               0 10cm

第 10図 出土遺物実測図

) ヽ

5YR 5/2灰褐色粘質土
5YR 5/3に ぶい赤褐色粘質土
5YR 5～ 6/1褐灰色砂質土 (地山)

キーキー
州
キヤー‐
Ｈ
ド
＝
―キ
～
＝
朝掘

ヤ

― Lジ
7

第 3調査区

第 9図  トレンチ平 。断面図

第 11図 調査地周辺遺構図
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Ⅲ 京中遺跡第 1次試掘調査

はじめに

京中遺跡は池田市畑 3丁 目一帯に広がる遺物散布地である。

これまでに、地元の人々により縄文時代の石鏃、弥生時代の石鏃、須恵器などが収集されてい

るが、本格的な発掘調査は行われておらず、遺跡の詳細は不明である。また、住宅建築に伴う試

掘調査でも、出土遺物や遺構などは検出されていない。

調査の概要

畑 3-793-30において、個人住宅建築に先立ち調査を

実施した。今回の住宅建築は、基礎杭が打ち込まれるため、

調査は土層観測を主限に置き実施した。調査面積は3∬で

ある。

基本層序は

第 1層 盛土

第 2層 黄褐色粘土の地山である。

調査の結果、地山は切土が行われており、遺構・遺物は確   第 12図 調査地位置図

認できなかった。

調査地を含め周辺は住宅開発が進んでおり、その際、地山が削平されたと考えられる。

0              2m

トレンチ位置図・断面図
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1 10YR7/8黄 橙色粘土 (地山)

(10YR 7/1灰白色粘土ブロック含む)



Ⅳ 城南3丁 目徘寸重塔)試掘調査

平成20年 5月 20日 付で、共同住宅建設のため、民間建設会社より、池田市環境保全条例第25

条の規定による指定事業 (指定建造物)協議書の提出があった。建設予定地は「周知の埋蔵文化財

包蔵地」の範囲内ではないが、以前より村重塔、村重の塚 と呼ばれてお り、平成20年 7月 1日 、

民間建設会社の承諸を得て、平成20年 7月 7日 から7月 8日 の間、試掘調査を実施した。

村重塔については、寛政10(1798)年 までに刊行された『摂津名所図会』に、「荒木摂津守墓

池田呉織野にあり。墓畔に小塚三つあり」とあり、また、絵図である安政 4(1857)年写しの池田

村絵図では、池田村の南田畑の中に「荒木塔」の文字と塚の絵が描かれている。

その後の資料として、昭和14年刊の F池田町史』に「現在この荒木掃津守の墓と稀するものは

三坪餘の小家なれど回墳の構造様式より見て戦国時代の墳坐にあらざることは明かである。」と

あり、その頃でも塚の状態を保っていたと考えられる。 しかし、その後、昭和35年 までに完了

した城南町区画整備事業にともない、方位向きであった区画割 りを阪急宝塚線と国道176号線に

対応する区画割 りとなり、その際に削平、あるいは盛土によって、塚と判断できない状態になっ

た。その後、この場所に工場が建ち、敷地の一角に祠が建つのみであった。

調査の概要

調査 トレンチの設定は、昭和14年刊の『大阪府池田市土地宝典赳を参考にした。F大阪府池田市

土地宝典』には、村重塔 と推定される場所が分筆されてお り、その場所に第 1ト レンチを設定 し

た。また、以前に建っていた工場は鉄筋コンクリー ト造であり、建物範囲内は遺構が失われてい

第 14図 調査地位置図
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る可能性が高いため、建物範囲外には

第 2・ 第 3・ 第 4ト レンチを設定し調査

を行った。

基本層序は

第 1層 盛土

第 2層 耕土

第 3層 灰褐色砂質土

第 4層 灰褐色砂礫層の地山である。

調査地中央に設定した第 1ト レンチは、

以前に建っていた工場により、著しく撹

乱されていた。また、建物範囲外の第 2・

第 3・ 第 4ト レンチは基本層位が残って

いたが、遺物 。遺構は確認できなかった。

今回の試掘調査では、塚の存在を示す

結果は確認できなかったが、以前の資料

と状況から考えると塚は調査地中央部に

位置し、以前の建物によって完全に破壊

されたと考える。

池田市内には、姫室 。梅室・鉢塚古墳

上部所在経塚の 3箇所の経塚が確認され

てお り、村重塔も経塚の可能性があった

が、調査では確認できなかった。

第2ト レンチ (北西壁)

N

第3ト レンチ (北西壁)

N          S

第 15図 大阪府池田市土地宝典 (昭和 14年 )

(調査地を薄いスクリーントーンに、分筆場所を濃いスクリーントーンに加筆〕

第 16図  トレンチ位置図

第4ト レンチ (北東壁)

E               W

1 10YR 5/1褐 灰色粘土 (耕土)

2 10YR 7/4にぶい黄橙色砂質土
3 10YR 5/1褐灰色砂礫土

0               2m

トレンチ断面図
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第3ト レンチ

ぐ第4ト レンチ ◇

◇
第2ト レンチ

第1ト レンチ

第 17図



池田城跡

はじめに

池田城は、池田市城山町・建石町一帯に位置し、戦国期を中心とする国人池田氏の居城で、五

月山から張 り出した標高50mを 測る台地の西縁辺に立地 している。その場所からは、眼下に旧

池田村を望むことができる。また、丹波山地から大阪湾に流れ込む猪名川、大阪と能勢地方を結

ぶ街道を一望することもでき、そのことから、池田城は当時の交通の要衝に選地されていたこと

が判る。

池田城を居城とした国人池田氏の出自についての詳細は明らかではないが、13世紀後半頃の

文献からその名が散見されるようになる。しかし、当時の池田氏の動向は不明な点が多い。15

世紀後半頃以降、摂津守護細川氏の被官として、幾度かの落城を経験しながらも、荘園経営や高

利貸経営により勢力を伸ばし、摂津の国人の中でも有力な地位を得るにようになった。 しか し、

永禄 11年 (1568)織田信長による摂津入国に際し、降伏を余儀なくされ、信長の支配下となる。

その後、元家臣であった荒木村重によって城を奪われ、そして、池田城は村重の有岡城入城に伴

い、政治支配の拠点としての役割を終えることとなった。

池田城全保の構造について不明な点が多 く残っていた。昭和 43、 44年 に一部の主郭が発掘調

1/ク,岱
第 24次調査地

′謂 ぎ瀞鞘

査地次調

ロコ一細］

第 18図 調査地位置図

B花√   ● デ

目とすとプ

査 地   池田中学校

    プ
ォ
:|
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査され、礎石を伴う建物跡、石組の溝、中世城

郭では珍しい枯山水の庭園、落城に伴う焼土層

等が検出された。また、平成元年～4年 に実施

された主郭部の発掘調査では、排水のための暗

渠を埋設する虎口、礎石や一部瓦を伴う建物、

石組の溝、小規模な石垣、主郭内に設けられた

内堀、倉庫と考えられる埠列建物等が検出され

た。一方、大阪府教育委員会や池田市教育委員

会による主郭周辺の発掘調査では、主郭部の南

方約 100mの位置で大手口が存在することや平成19年度の池田城跡第57次調査で15世紀後半の

堀が検出されており、少しずつであるが城の全容が解明している。

また、池田城以前の時代についても、昭和 60年以降の大阪府教育委員会による調査では縄文

時代晩期の土器、弥生時代後期の竪穴住居跡、古墳時代中期の土坑、奈良時代の木棺墓が検出さ

れてお り、平成 3年度の池田城跡第24次調査では、庄内期のベッド状遺構を伴う竪穴住居跡を

検出している。

池田城跡第58次調査

調査の概要

池田市建石町1998-3に おいて、共同住宅建築に先立ち

試掘調査を実施した。

調査地は池田城跡の東端、池田城外周の堀よりやや内側

に位置する。調査地の北側には、南北に伸びる土塁の可能

性のある高まり状が位置するため、調査は遺構面の確認、

土塁の有無を主眼に置き実施した。

調査面積は5∬である。

基本層序は

第 1層 表土・盛土

第 2層 暗紫灰色の砂質シル ト

第 3層 明オリーブ灰色粘質シル トの地山

である。

地山の上には暗紫灰色の砂質シル トが堆積するが、遺物

は確認できなかった。また、第 2層上からと第 3層の地山

上から遺構は確認できなかった。

＼＼

舌

古

ユ

Ⅷ

回 回‖ LL

10m

第20図 トレンチ位置図

420QOm w

(北壁面 )

15PB 4/1暗青灰色シル ト
(粗砂混じる)

2 2 5GY7/1明 オリーブ色粘質シル ト

(硬く締まる 。小石含む)

0       2m

―第21図  トレンチ断面図
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第 19図 池田城跡第 57次調査

□
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池田城跡第 59次調査

調査の概要

池田市上池田 l丁 目3354番において、個人住宅建築に先立ち調査を実施した。

調査地は池田城跡の東側に位置し、南の道は旧能勢街道である。調査地より約30m西の第32

次調査では、弥生時代中期前半の土器が出土している。

残土置き場がないため、調査は反転掘 りで行い、第 1ト レンチから第 4ト レンチまで順次行った。

調査面積は30∬ である。

第 1ト レンチの基本層序は

第 1層 表上 。盛土

第 2層 暗褐色の粘質土

第 3層 暗灰黄色の砂質土の地山

である。

第 2・ 第 3。 第 4ト レンチは、後世の削平のため、表土・盛上の下にすぐ地山があらわれる。

遺構 。出土遺物は確認できなかった。

第1ト レンチ (北壁面 )

37000m W

10YR 7/2に ぶい橙黄褐色粘質土 (地山・拳大石含む)

10YR 3/4暗掲色粘質土
25Y5/2暗灰黄色砂質土 (地山・小石多く含む)

１

２

３

0        5m

第22図  トレンチ位置図・断面図

0               2m

池田城跡第60次調査

調査の概要

池田市建石町1986-2において、共同住宅建築に先立ち試掘調査を実施した。

調査地北側の池田城跡第24次調査では庄内期のベッド状遺構を伴う竪穴住居跡、調査地西側

の池田城跡第 14次調査では堀等、調査地南側の池田城跡第31次調査では堀・掘立柱建物跡等を

検出している。

第2ト レンチ

防

枡
Д
９
淋
寸

ト

第4ト レンチ

第1ト レンチ
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調査は遺構面の深さを確認

することを主眼に置き実施し

た。

調査面積は30∬である。

基本層序

東の第 5ト レンチで地山は、

粘質土であるが、西にいくに

つれて砂質が増し、西端の第

3ト レンチでは砂礫が主体と

なる。又、地山の上の層は北

側 と南側は砂質土であるが、

中央では第 4ト レンチは粘質

土である。

検出遺構は第 5ト レンチで

落ち込みを確認するが、詳細は

不明である。

出土遺物は南西端の第 2ト

レンチよリタタキ痕が残る弥

生土器の底部、瓦器椀片が出土

するが、他の トレンチでは確認

できなかった。

今回の調査では池田城 に関

する遺構・遺物の確認には至ら

なかった。小規模なトレンチ調

査であったためと考えられる

が、周辺の調査でも同様に池田

城に関する成果は少ない。その

ため、調査地西に走る堀より東

側は池田城の空閑地であった

可能性がある。

調査地南西端の第 2ト レン

チでは弥生土器が確認されてお

第23図  トレンチ位置図

第1ト レンチ (西壁面)   N

第2ト レンチ
E

＝

Ｈ

＝

＝

＝

＝

Ｈ

＝

Ｈ

＝

ｌｉ

＝

＝

＝

――

＝

＝

――

＝

＝

＝

＝

55500m

1 10YR4/3にぶい黄褐色砂質土
2 10YR 3/3暗 褐色砂質土 (粘性強)

3 10YR 3/3暗褐色砂質土 (小礫含む)

4 10YR 5/4に ぶい黄掲色砂質土 (小礫含む)

(南壁面)        w

1 10YR 3/4暗 褐色砂質土
2 10YR 3/3暗 褐色砂質土 (粗砂混じる・粘性強)

(西壁面)N

10YR 5/3にぶい黄掲色砂質土
10YR 2/2黒褐色粘質土 (粘性強)

7 5YR2/1黒 色粘質土 (粘性強)

10YR 6/4にぶい黄橙色粘質土 (粘性強)

トレンチ断面図第24図

り、 トレンチ周辺に弥生時代の遺構の存在が推測できるが、南に位置する池田

城跡第31次調査では、弥生時代の出土遺物は少なく、西に広がっている可能

性がある。

盟
0    5cm

第25図
出土遺物実測図

第1ト レンチ

々 第 10ト レンチ

斜 霰移禁
レンチ

四

第4ト レンチ

第9ト レンチ
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池田城跡第61次調査

調査の概要

池田市上池田 1丁 目1638-14番において、個人住宅建築に先立ち調査を実施した。

調査地は池田城跡の東端に位置する。調査面積は3∬である。

基本層序は

第 1層 表土・盛土

第 2層 暗灰黄色の砂質土の地山である。

調査の結果、後世の削平のため、表土・盛土の下にす ぐ地山があらわれる。遺構・出土遺物は

確認できなかった。

1 5YR 5/2灰 掲色砂礫土 (地山)

0

壽
0         5m

第26図  トレンチ位置図・断面図

池田城跡第57-2次 調査

調査の概要

平成19年 6月 20日 から平成19年 9月 10日 の間で実施 した池田城跡第57次発掘調査で15世紀

後半の堀を検出した。本調査はその範囲を確認するために実施したものである。池田城跡第57

次発掘調査では、15世紀後半に掘削された堀 (堀 1)の他に、同時期の堀 (堀 3)、 16世紀後半に

2m

堆
ピ
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掘削された堀 (堀 2)、 土師器皿を廃棄した土器溜

りなどを検出し、池田城跡に関する貴重な成果が

あった。また、池田城跡第57次発掘調査地の西

に隣接する池田城跡第53次発掘調査では堀 3の

延長と考えられる堀は検出したが、堀 1の延長と

考えられる堀は検出していない。そのため、池田

城跡第57次発掘調査で検出した堀 1の延長上に

トレンチを設定し、調査を実施 した。

調査面積は42∬である。

ー第 27図  トレンチ位置図

基本層序は

第 1層 表土・盛土

第 2層 黄橙色砂質上の地山

である。後世の削平のため、本調査では表土・盛土の下に地山があらわれる。

調査の結果、地山上から堀 1の延長である幅 5.5m、 深さ2.lmの堀を確認した。堀は調査区外

ａ

ｋ
υ
　
　
ａ

３

３

４

４

５

６

７

８

ａ

ｂ

　

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｌ

■

■

２

２
．
２
．
２
．
２
．
３

10YR 5/2灰黄褐色砂質土
10YR 3/4灰黄褐色砂質土 (黄色粘土ブロック含む)

N5/1灰黄砂質土
10YR 8/8黄橙色粘質土 (中礫・黄色粘土ブロック含む)

10YR 8/8黄橙色粘質土
10YR 6/4にぶい黄橙色粘質土 (砂多い)

10YR 6/4にぶい黄橙色粘質土 (粘性強)

10YR 3/4にぶい黄褐色粘質土 (灰混じる)

5B 6/1青灰色砂質土

第28図  トレンチ平・断面図

10YR 4/4褐 色粘質土 (砂質に近い)

10YR 4/2灰 黄掲色粘質土 (砂多い)

刊OY 3/1オ リーブ黒色粘土
10YR 4/2灰 黄褐色粘質土 (砂多い)

10Y3/1オ リーブ黒色粘土
10YR 7/6明 黄褐色粘質土 (粘土粘性強)

10YR 6/3に ぶい黄橙色砂質土
10YR 7/3に ぶい黄橙色砂質土
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にも伸びている。

堀 1の断面形は、底は平坦な逆台形で、テラス】犬遺構は持たない。土層の堆積を見ると堀底には

泥や砂の堆積があり、雨水などが溜まっていたと考えられる(下層)。 その上は、褐色系土が堆積

する(中層)。 さらにその上は、黄色系の上が堆積する(上層)。 また、堀 1か らは土師器皿、瓦の

小片が出土したが、小片のため実測はできなかった。

今回の調査は堀 1の西端範囲の確認を主眼としたが、堀 1は さらに調査地外西へ伸びていた。

西に隣接する池田城跡第53次発掘調査では、堀 11よ確認されず、また、堀 1の堀底は泥が堆積す

るため、調査地外で垂直な傾斜面をもって終わっていると考えられる。

第57次調査

第29図 周辺遺構図

＝

ヽ

罪

地

―
―
――
――
汁
∬
＝
〃
〃
談
維

委

乃
Ｖ
Ｉ

　
　
　
　
育大阪府教
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▼

☆ 歩暇

とにJ
常 W2    3

第30図 第57次調査掘 1出土遺物実測図

7晃 ァ最 塩

マ M▼魔 ぽ
8    9謝 %

彰 ▼   磁 W

1～ 9最下層、10～ 21下層、22～ 26中 層、27～ 45上層

1～ 4、 10～ 12 22 27～ 36土師皿、6 6 15 23自磁

13 14 16 24 25 37 40青 磁、 7 17 26備 前

8 9 18～ 21 41瓦 質、38 39染 付、42丹 波

43 44瀬 戸 美濃、45土師質焙賠

0                20cm
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Ⅵ 宇保猪名津彦神社古墳第2次調査

はじめに

宇保猪名津彦神社古墳は池田市宇保町に位置する。古墳の中心と考えられる場所には猪名津彦

神社が位置し、神社内には古墳の石室の一部であったと言われる巨石が散在 している。また、慶

長17年 に本墳が発掘されたという記録がある。

平成 2年 に実施 した第 1次発掘調査では古墳の周溝と考えられる幅 6m、 深さ lmの溝を検

出している。

調査の概要

池田市宇保町360-1、 2において建売住宅建築に先立ち試掘調査を実施した。調査地は第 1

次調査地の西に隣接する。そのため、調査は土層及び周溝の確認を主眼に、 3本の トレンチを設

定して実施した。

調査面積は20ゴである。

基本層序は、

第 1層 表土 。盛土

第2層  にぶい黄褐色砂質土

第 3層 褐色粘質土

第 4層 黄橙色粘上の地山

であるが、第 1ト レンチについては第 2層が

認められない。 第31図 猪名津彦神社内巨石

第 32図 調査地位置図

-18-
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第 1ト レンチ

調査地東側に設定 した トレンチで、

トレンチ中央 より、幅3.9mの 溝 を検

出した。建築建物の基礎の関係上、溝

の完掘は行わなかったので、深さは不

明である。

第 2ト レンチ

調査地西側に設定 した トレンチで、

トレンチ西端より、東に向かう落ち込

みと柱穴を検出した。

第 3ト レンチ

調査地南側に設定 した トレンチで、

トレンチ西端より、西に向かう落ち込

みを検出した。

出土遺物

各 トレンチの第 3層 (図 38-1か ら

6)、 溝及び落ち込み (図 38-7か ら

12)よ り出土遺物があった。 1か ら3

は第 2ト レンチより出土した弥生土器

で、 3に はタタキが見られる。 4か ら

6は第 1ト レンチより出土した。 4は

第1ト レンチ (西壁面)

S

75YR 3/4暗褐色粘質土
75YR 4/4褐色粘質土
75YR 4/2褐色粘質土 (周溝埋土)

1 10YR 5/4にぶい黄褐色砂質土
2 75YR4/4掲色粘質土

0           2m

第33図  トレンチ位置図

１

２

３

４

５

６

75YR 3/3黒褐色粘質土 (周溝埋土)

10YR 6/4に ぶい黄橙色粘土
75YR 6/6橙色砂質土

３

４

５

75YR 5/4にぶい褐色粘質土
7.5YR 5/4暗褐色粘質土 (周溝埋土)

10YR 6/4に ぶい黄橙色粘土

第 34図  トレンチ断面図

第3ト レンチ (西壁面 )

S              N

4｀、3 1■

10YR 5/4に ぶい黄掲色砂質土
7 5YR 4/4褐色粘質土
7 5YR 5/4暗掲色粘質土 (周溝埋土)

10YR 6/4に ぶい黄橙色粘土

１

２

３

４

第1ト レンチ

第2ト レンチ

第2ト レンチ (北壁面 )
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第 35図  出土遺物実測図

須恵器の杯、 5は土師器奏の回縁部で、内面にハケ

目が残 り、口縁部外面はヨコナデが施されている。

6は瓦質の三足器の脚である。 7・ 8は第 1ト レン

チより出土した。 7は土師器の杯で、内面とタト面口

縁部はヨコナデ、体部外面は指押え痕が残る。 8は

須恵器で小壷の回縁部と考えられ、波状文、刺突文

が残る。9は第 2ト レンチより出土した須恵器甕で、

口縁部は内湾し、端部は細 くならず、突起もつかな

い。1本の波状文、刺突文、沈線が施されているが、

雑な感じである。体部内面は同心円のタタキが残 り、

体部外面調整は自然釉のため不明である。10か ら

12は 第 1ト レンチより出土 した。10は 土師質の土

錘で、11。 12は土師質の移動式亀である。

調査の結果、各 トレンチともに溝あるいは落ち込

みを検出した。その溝あるいは落ち込みを古墳の周

溝 と考え宇保猪名津彦神社古墳 を円墳 として復元

すると直径約 30m、 周溝を含めると約40mと なる。

しかし、復元形はいびつで、なお検討を要する。

ヽ |ム▼三室三三~」

猪名津彦神社

古墳復元図

第1次調査地

-20-
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Ⅶ 宮の前遺跡

はじめに

宮の前遺跡は池田市石橋 4丁 目、住吉 1・ 2丁 目、豊中市蛍池北町に広がる旧石器時代から中

世に至る複合遺跡で、待兼山の丘陵より西方へ発達した標高約30m前後の洪積台地に立地する。

宮の前遺跡は、昭和の初頭に地元の人々により石器や土器などが採取されており、遺跡の存在

が知られていたが、本格的な調査は行われておらず、遺跡の性格等は不明であった。昭和 43、

44年の中国縦貫自動車道建設に伴い発掘調査が実施され、その結果、弥生時代中期の方形周溝墓、

竪穴住居跡、土壊墓等の他、古墳時代の竪穴住居跡、古墳等が検出され、特に、当時、検出例が

少なかった方形周溝墓が住居跡とともに多く検出されたことから、住居域と墓域が同時に把握で

きる貴重な例として注目されるようになった。他にも、奈良時代の掘立柱建物跡、井戸、平安時代

の掘立柱建物跡等も確認され、弥生時代から中世に及ぶ複合遺跡として認識されるようになった。

る調査、平成元年度の豊中市教育委員会よる調査

で、国府型ナイフ形石器が出土し、当遺跡が旧石

器時代までさかのぼることが判明し、遺跡の範囲

は東西 700m、 南北 900mと 拡大している。

周辺の遺跡としては、南方に弥生時代中期の方

形周溝墓等が検出された豊島南遺跡、古墳時代前

期の竪穴住居跡が検出された住吉宮の前遺跡が位

置し、東方に高地性集落と考えられる待兼山遺跡、

43次調査地

蛹
‐

細葵

第 37図 第 11次調査竪穴住居跡

第46次調査地



須恵器を生産した桜井谷古窯跡群が広がる。

参考文献

『宮之前遺跡発掘調査概報』 宮之前遺跡調査会 1970年

『蛍池北遺跡(宮の前遺跡)』 豊中市教育委員会 1995年

『新修 池田市史』第1巻 池田市 1997年

『住吉宮の前遺跡』 (財 )大阪府文化財調査研究センター 2001年

宮の前遺跡46次調査

調査の概要

池田市住吉 2-82において個人住宅建築に先立ち調査を実施 した。南北に細長い調査地のた

め北側に第 1ト レンチ、南側に第 2ト レンチを設定した。調査面積は10∬である。

基本層序は

第 1層 盛土

第 2層 旧耕土

第 3層 黄褐色砂礫層の地山である。なお、第 1ト レンチは盛土の下に地山があらわれる。

調査の結果、遺構は検出できなかったが、第 2ト レンチ第 2層旧耕土内より弥生土器と考えら

れる土器片が出土したが、実測はできなかった。

宮の前遺跡の地山は黄色粘土層の場合が多 く、その下に礫層がある。今回の調査の地山は礫層

た。そのことは、調査地は後世の削平が著しく、地山自体削平されていると考えられる。

第 1ト レンチ (北壁面)

W

監凹序2ト レンチ●ヒ壁DE―

1 5YR4/2灰 褐色粘質土 (旧耕土)

2 10YR 6/6明黄褐色砂礫土 (礫拳大～砂含む)

0           2m

〕          10m

第 39図  トレンチ位置図・断面図
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宮の前遺跡47次調査

調査の概要

池田市石橋 4-91-1に おいて共同住宅建築に先立ち試掘調査を実施した。調査面積は 6∬

である。

基本層序は

第 1層 表土、盛土

第 2層  旧耕土

第 3層 黄褐色砂礫層の地山である。

調査の結果、遺構・出土遺物は確認できなかった。

宮の前遺跡46次調査 と同様に地山が礫層のため、調査地は後世の削平が著しく、地山自体削平

されていると考えられる。

1 10YR4/2灰黄褐色粘土
2 10YR 6/6明黄褐色砂礫土 (ttL山 )

0              2m

Э                  10m

第40図  トレンチ位置図・断面図

宮の前遺跡48次調査

調査の概要

池田市石橋 4-104-2の一部において実施した建売住宅建築に伴う試掘調査である。調査面

積は3∬である。

(北壁面)
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w(南壁面 )

0               2m

1 5YR 3/2暗赤褐色粘質土
2 5YR2/2黒褐色粘質土 (粘性強)

3 75YR 5/2灰褐色粘質土 (粘性強 。礫含む/地山)

第41図  トレンチ位置図・断面図

基本層序は

第 1層 表土、盛土

第 2層 褐色粘質土

第 3層 黒褐色粘質土 (粘性大)

第 4層 礫を含む粘質上の地山である。

調査の結果、遺構は検出されなかったが、第 3層 より土師器椀等が出土した。上師器椀は口径

153mm、 器高45mm。 逆三角形の付け高台で、口縁部外面端部はヨコナデが残 り、体部外面は

指圧痕が僅かに見られる。内面の調整は分からない。胎土は粗 く、直径 4mmほ どの小石も混 じ

る。外内面とも灰白色及び橙色で、黒班も見られる。その他に、第 3層 より上師器皿等を検出し

たが、小破片のため実測できなかった。

参考文献

橋本 久和『中世土器研究序論』 1992年 真陽社

0       10cm

第42図
出土遺物実測図
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図
版
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1)豊島南遺跡第 8次調査 トレンチ全景 (東から)

撻
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呼
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図
版
２

1)城南 3丁目試掘調査 第 2ト レンチ全景 (北から)

2)城南3丁目試掘調査 第3ト レンチ全景 (東から)
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1)城南3丁目試掘調査 第4ト レンチ(東から)

2)池田城跡第 58次調査

―- 27 -

トレンチ全景 (西から)
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1)池田城跡第 59次調査 第 1 トレンチ全景 (東から)

2)池田城跡第60次調査 第 1ト レンチ全景 (南から)
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1)池田城跡第 60次調査 第 2ト レンチ全景 (西から)
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2)池田城跡第60次調査 第 5ト レンチ全景 (南から)
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1)池田城跡第61次調査 トレンチ全景 (北から)
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2)池田城跡第57-2次調査 トレンチ全景 (南から)
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1)宇保猪名津彦神社古墳第 2次調査 第 1ト レンチ全景 (北から)

2)宇保猪名津彦神社古墳第 2次調査 第 2ト レンチ全景 (西から)
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宇保猪名津彦神社古墳第 2次調査 第 3ト レンチ全景 (西から)
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2)宮の前遺跡第46次調査 第 2ト レンチ全景 (東から)
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2)宮の前遺跡第48次調査 トレンチ全景 (東から)
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豊島南遺跡第3次調査 8

豊島南遺跡第 3次調査 2

豊島南遺跡第 8次調査 3

豊島南遺跡第3次調査 裏

豊島南遺跡第3次調査 裏
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池田城跡第 60次調査

宇保猪名津彦神社古墳第 2次調査 裏

宇保猪名津彦神社古墳第 2次調査 7

| |― ||IF■
―

 ||

宇保猪名津彦神社古墳第 2次調査 表

斡 Q
盟

驚 C0
Ч

宇保猪名津彦神社古墳第 2次調査 9裏
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宇保猪名津彦神社古墳第2次調査 裏

宇保猪名津彦神社古墳第 2次調査

宇保猪名津彦神社古墳第 2次調査 表

欝‐

宮の前遺跡第48次調査
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ふ  り  が  な

所 収 遺 跡
ふ り が な

所 在 地
コー ド

】ヒ  牟革 東 経
査

間

調
期

査

積
調
面

調査原因
市町村 遺跡番号

豊島南遺跡第 8次調査 豊島南2-241-6他 272043 34度 守分55秒 135度26分 01秒 080513 12∬
個人住宅建設のた
めの試掘調査

京中遺跡第 2次調査 畑 3-793-30 34度 49分42秒 135度 26分46秒 3∬
個人住宅建設のた
めの試掘調査

わ塔叫重“村目丁
査

ん
３
調

ガ南
掘

］
城
試

じようなん

城南2-51 272043 34度49分 11秒 135度 25分43秒
一

８

８０７０７

０８０７０ 20■∬ 遺構確認調査

池田城跡第58次調査
たていしちよう

建石 H「 1998-3 34度49分 29秒 135度 25分 50秒 5∬
共同住宅建設のた
めの試掘調査

池田城跡第59次調査
うえいけだ

上池田1-3354 272043 34度 49分 26秒 135度 25分 52秒
080917´―

080918
301だ

個人住宅建設のた
めの試掘調査

いけだじようせき

池田城跡第60次調査
たていしちょう

建石町1936-2他 272043 34度 49分 35秒 135度 25分 50秒
081020～
081022

301貰
共同住宅建設のた
めの試掘調査

いけだじょうとき

池田城跡第61次調査
うえい,だ

上池田1-1638-14 272043 34度 49分 28秒 135度25分 52秒 081110 ２ｍ
個人住宅建設のた
めの試掘調査

いけだじようせき

池田城跡第57-2次調査
さかえほたまち

労く】卜HT2031-5,7 272043 34度 49分 32秒 135度25分 42秒
080122-
080131

421N 遺構確認調査

れ継
や社中脚

一
籍
触

か
保
２

如
宇
第

うはちよう

宇保町360-1,2 272043 34度 49分 01秒 135度 25分45秒
081006～
081008

201貰
建売住宅建設のた
めの試掘調査

宮の前遺跡第46次調査
すみよじ

住吉2-82 272043 34度 48分 04秒 135度 26分 33秒 080214 10∬
個人住宅建設のた
めの試掘調査

宮の前遺跡第47次調査 石橋 4-91-1他 272043 34度 48分 07秒 135度 26分 37秒 081008 ２ｍ
共同住宅建設のた
めの試紀調査

宮の前遺跡第48次調査 石橋 4-104-2の一部 272043 34度 48分 10秒 135度26分 38秒 081017 ２ｍ
建売住宅建設のた
めの試掘調査

所 収 遺 跡 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

豊島南遺跡第 8次調査 古墳・集落跡 縄文から中世 柱穴 。溝 弥生土器・須恵器

京中遺跡第 2次調査 散布地 縄文・弥生

城南3丁 目●寸重塔)

哉 編 調 蓉
経塚 ? 中世 ?

池田城跡第58次調査 城館跡・集落跡 縄文から中世

池田城跡第59次調査 城館跡・集落跡 縄文から中世

池田城跡第60次調査 城館跡・集落跡 縄文から中世 弥生土器・瓦器椀

池田城跡第61次調査 城館跡・集落跡 縄文から中世

池田城跡第57-2次調査 城館跡・集落跡 縄文から中世 堀 土師器皿・瓦 15世紀後半の堀

宇保猪名津彦神社古墳
第 2次調査

古墳 弥生から中世
柱穴・溝・

落ち込み
弥生土器・須恵器・

移動式竃・土錘
古墳の周溝

宮の前遺跡第46次調査 古墳・集落跡 旧石器か ら中世 弥生土器

宮の前遺跡第47次調査 古墳・集落跡 旧石器か ら中世

宮の前遺跡第48次調査 古墳・集落跡 旧石器から中世 包含層 土師器椀 。皿

要 約
池田城跡第57-2次調査では15世紀後半の堀の延長を検出する。

宇保猪名津彦神社古墳第 2次調査では古墳の周溝と考えられる溝・落ち込みを検出する。
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